
 
１学期の学びを２学期につなげるために 

 ～通知表「のびゆく子」をどう活かしますか？～ 
校長 横山 優美 

 
雲一つなく澄み渡った青い空と照りつける太陽、青く透明な海。小笠原の夏がやってきました。先々週、先週と２回

延期になった小港キャンプですが、６月２５日、２６日に５年生がようやく行くことができました。今年は天候不順が
続き心配でしたが、快晴のもと実施することができて本当によかったです。保護者・地域、関係機関の皆様のご協力あ
りがとうございました。今、子供たちは、次の大きな行事の遠泳大会に向けて一生懸命に練習をしています。こちらに
つきましても皆様のご理解とご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。当日は子供たちに励ましの声援を送ってく
ださい。 

早いもので７月になりました。子供たちは４月から学んできたことを振り返り、しっかりとまとめの学習を行ってい
ます。終業式には通知表をお渡しいたしますが、通知表の見方、考え方についてお伝えしたいと思います。通知表「の
びゆく子」は学校における子供の学習状況や成果、生活や行動の様子、健康等の様子を保護者にお知らせし、学校と家
庭とが互いに連携して子供たちを励まし育てていくことをねらいとしています。 

通知表では各教科の学習において次のように評価しています。学習する内容についてここまでは到達してほしいとい
う観点別の目標を設定し、おおむね目標が達成されていれ
ば「よい」という評価になります。友達との比較による順
位付けの評価ではありません。観点別の目標（評価規準）
等について、詳しくは各学年の保護者会で担任よりお話さ
せていただきます。 

通知表は本人の努力の記録です。担任も一人一人の評価に熱い思いを注いで作成しています。子供たちがさらに向上
するための土台として活かすことができるような励ましをしていただきたいと思います。次への「励み」となるよう通
知表を持ってきたお子さんへ接し方のポイントを挙げてみました。 

 

①笑顔で受け取ってください。→親からどう評価されるのか子供は不安なのです。 

②「所見」を最初に読んでください。→お子さんの努力したことが書かれています。 

③第一声は「○○○を頑張ったんだね。」とよいところをほめてください。→お子さんの顔を見て！ 

④学習・生活等の欄から成長の足跡を見つけてください。→よくなった点を言ってあげてください。 

⑤２学期に頑張ることを話し合いましょう。→「○○を頑張りなさい」よりも「次の目標を一緒に考えよう」と励ま 

してください。 

 

 

 

「たいへんよい」…この観点において、大変よく目標を達成しています。 

「 よ  い 」…この観点において、目標をおおむね達成しています。 

「 も う 少 し 」…この観点において、もう少しの頑張りが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事予定 

１ 月 
父母小学校交流、ｸﾗﾌﾞ 

※4～6年 お祭り広場での自由遊びに参加する場合は、下校時刻16:20  
17 水 

誕生日集会、ヨーグルト(食)、大掃除 

1～4 年背浮き体験 

２ 火 6 年南島洋上学習 図書整備ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 18 木 お弁当(終)                 SC 

３ 水 
音楽集会(3 年発表)、ﾊﾝｶﾁﾁｪｯｸ、補食(ﾊﾟｯｼｮﾝｾﾞﾘｰ) 

1～3 年 5 時間授業 4～6 年 6 時間授業 
19 金 終業式 

４ 木 5 年都学力調査、ヨーグルト飲料 20 土   

５ 金 2年研究授業(2年 5時間、1･3･4･5･6年 4時間授業)SC 21 日   

６ 土   22 月 夏季休業日(始)、学びの場・夏季水泳① 

７ 日 遠泳大会 23 火 学びの場・夏季水泳② 

８ 月 全校朝会、保護者会(1～3年4時間、4～6年5時間授業) 24 水 学びの場・夏季水泳③ 

９ 火  25 木   

10 水 
ゲーム集会、避難訓練(ｾ-ﾌﾃｨ教室)、ヨーグルト(食) 

ｽﾎﾟ芝生、安全指導・安全点検 
26 金   

11 木  27 土   

12 金 クラブ                   SC 28 日   

13 土 遠泳大会予備日 29 月   

14 日   30 火   

15 月 海の日 31 水   

16 火 仲良しお弁当会    

SC･･･スクールカウンセラー来校日 
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□ 夏休みの生活について                担当 小川 陽介 

暑さに負けず、水の事故や交通に気を付けて、安全な生活をしよう 
 

１ 夏休みの生活   

ご家庭で話し合って計画を立て、規則正しい生活を送れるようご配慮ください。 

２ 学習の定着    

これまで習ったことが身に付いているかの確認や、苦手なところの復習をしてください。 

３ 事故防止と安全  

多くの観光客が来島する夏。見知らぬ人の自動車に乗ったり、見知らぬ人から物をもらったりす

ることのないようにしてください。交通規則を守らせ、事故に遭わないよう、ご家庭でも十分ご留

意ください。特に、自転車の利用については、十分な注意を払ってください。 

また、ＳＮＳの取扱いについて、家庭で約束などを話し合ってください。 

４ 遊 泳      

  遊泳させる場合は、保護者の目が十分届くようにご配慮ください。 

・一人だけでは遊泳させないでください。 

・１～４年生は保護者同伴です。 

・５～６年生も保護者同伴の下、泳ぐことが望ましいです。 

 

□ 夏季水泳                     担当 阿部 大樹 
 

今年度も夏季休業中に水泳指導を行います。泳力アップを目指し、取り組んでいきます。 
 
≪前期≫７月２２日（月）～２４日（水）の３日間 

≪後期≫８月２６日（月）～２９日（木）の４日間 
 
【時間】  ９：００～１０：４０  ４～６年生 

１０：４０～１２：１０  １～３年生（※昨年度と時間が変わっています。）  
□ 学びの場                     担当 山﨑友紀乃 

 
今年度も夏季休業中に高学年を対象とした学習教室を実施します。前学年や１学期の学習の復習 

を行い、基礎学力の定着を図ります。 
 
≪前期≫７月２２日（月）～２４日（水）の３日間 

≪後期≫８月２６日（月）～２９日（木）の４日間 
 

【時間】 ８：００～８：４５ 

【場所】 各教室 

【対象】 ４～６年生（※参加届提出者） 

＜安全目標＞  

不審な人やものに気をつけよう 
 
低学年 
 「いかのおすし」を守って、安全に過ごしま
しょう。 
中学年 
 入りやすくて見えにくい場所に気をつけま
しょう。行き先や帰りの時間を伝えましょう。 
高学年 
 ＳＮＳでのトラブルやネット詐欺、不正請求
等の被害に巻き込まれないように、情報モラル
を身に付けましょう。 

＜生活目標＞  

ものを大切にしよう 
 
勉強に使う道具、学校や友達から借りたもの、家

の人に買ってもらったもの。どれも当たり前のこと

ではなく、感謝の気持ちをもって使ってほしいと思

います。 

また、１学期ももうすぐ終わりを迎えようとして

います。道具箱やロッカー等を今一度整理し、持っ

て帰れるものは早めに持って帰りましょう。足りな

いもの（絵の具や色鉛筆など）があれば補充し、必

ず持ち物には記名をする習慣を身に付けましょう。 

 



□ 遠泳大会（7 月 7 日）                担当 浅野 晴美 

これまでの水泳の学習を生かして、海での遠泳、チャレンジスイム、海遊びに取り組みます。応援

よろしくお願いいたします。 

【日時】７月７日（日）９：００～１０：４５頃 予備日：１３日（土） 

【場所及び内容】高学年 青灯台～大村海岸（ビジターセンター裏付近）での遠泳(400ｍ) 

中学年 大村海岸（ウッドデッキ前付近）でのチャレンジスイム(100ｍ) 

低学年 大村海岸（ビジターセンター裏付近）での海遊び 

※詳細は、事前配布のお知らせをご覧ください。 

□ 返還祭（6 月 22 日）                担当 浅野 晴美 

６月２２日（土）の返還祭では、６年生と３年生が学校の代表として出演しました。６年生はオー

プニング演奏として、「ＲＰＧ」と「男の勲章」の２曲を合奏しました。短い期間の中でそれぞれ個人

練習に取り組み、クラス全員で演奏をよりよくするために話し合いを重ねました。本番では、立派な

姿を見せてくれました。３年生の南洋踊りも、とてもすばらしい踊りと歌でした。子供たちも誇らし

げな表情で全身を使って表現することができました。 

小笠原小の子供たちは、堂々と表現することができる子供たちだと感じました。下級生の子供たち

もその上級生の姿を見て憧れをもって次に引き継いでいきます。 
 

□ 小港キャンプ（6 月 25 日～26 日）          担任 小川 陽介 

世界遺産に認定された豊かな自然の中での集団生活から、子供たちは初めての活動に挑戦し、友情

を深め合い、共に助け合って生活することの大切さを実感できました。小港キャンプに向けて、みん

なで目標を達成するために、準備を頑張りました。スローガン、テーマソング決め、シンボル・マス

コット作り、各自のめあて作りなどに励みました。キャンプ中では、テントの設営、食事、レクリエ

ーションなどお互いに協力して活動する場面がたくさんありました。一人一人が役割を認識し、環境

の違う中で、お互いに声を掛け合い、助け合うことができました。高学年として、これからの生活に

向けても個々の意識の高まるキャンプになりました。 

 

 

 

 



□ 交通安全教室（6 月 4 日）              担当 武村 健司 

延期になっていた交通安全教室でしたが、よい天気の中実施することができました。自転車の点検、

走行中に注意すること、一時停止を必ず行うことなどを警察の方から丁寧に教えていただきました。

その後の走行練習では、一人一人が学んだことをよく確かめながら自転車に乗ることができました。 

 

 

 

 
 
 
□ ２年生紹介                     担任 圡橋 紀子 

今年度の２年生は、男子１０名、女子１５名の計２５  

名です。男女の仲がよく、素直で優しい子供たちです。 

先月の宮之浜遠足では、1 年生の手をしっかりとにぎ  

って優しいお兄さんお姉さんの姿を見せてくれました。  

また、音楽集会では、元気な歌声と息の合った合奏を堂々  

と発表することができました。そんな２年生の合言葉は、    

『たすけあう』『おしえあう』『こえをかけあう』です。 

お互いが思いやる気持ちをもって、支え合いながら大   

きく成長してくれることが楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 保健委員会の活動                  担当 阿部 大樹 

毎日、牛乳の準備を保健委員会の児童が行っています。牛乳の準備については、きれいに、清潔に、

そして昼食時間も確保できるようにするにはどうしたらよいかを、５月の保健委員会で委員長を中心

に話し合いました。現在、児童が提案した方法で改善しています。少しずつですが、成果が見られて

きています。 

課題 ５月から 成果 

入れ方がバラバラである きれいに入れる 見た目がきれいである 

敷物がなく不潔である 敷物を敷く 清潔である 

昼食前の準備で時間がない 中休みに準備をする 昼食時間が確保される 

    


